
 

 

 

 

 

 

 

 

へきなんの図書館
としょかん

がすすめる 

夏
な つ

休
や す

みの本
ほ ん

   
（３・４年生

ねんせい

向
む

き）     

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『火
ひ

のくつと風
かぜ

のサンダル』 
 

ウルズラ＝ウェルフェル／作 童話館出版 

（9４３ヴ・ヒ） 

『先生
せんせい

、感想
かんそう

文
ぶん

、書
か

けません！』 
 

山本 悦子／作 童心社 （913ヤ・セ） 

夏休
なつやす

みの登校
と う こ う

日
び

に、みずかは

感想
かんそう

文
ぶん

を出
だ

せませんでした。本
ほん

を

読
よ

んでおもしろかったと思
おも

っても、

感想
かんそう

文
ぶん

を書
か

こうとするとその気持
き も

ちが消
き

えてしまうからです。みずか

は先生
せんせい

と 9月 1日に感想
かんそう

文
ぶん

を出
だ

す約束
やくそ く

をしましたが、こまります。

いまましたが、こまってしま書ける

気が 

『うちのキチント星人
せいじん

』 
 

佐藤 まどか／作 フレーベル館 

（９13サ・ウ） 

ふくを作
つく

っている布
ぬの

は、いろいろ   

なものの「せんい」からできています。  

どんなせんいがあるのか、  ふくに   

ついているタグを見
み

てみましょう。 

「カワセミから新幹線
しんかんせん

」、「葉
は

っぱ 

から太陽
たいよう

電池
で ん ち

」など、生
い

き物
もの

や自
し

然
ぜん

 

のすぐれたところをまねして、すばら 

しい発明品
はつめいひん

を作
つく

った「ミミックメーカー」たちを紹介
しょうかい

する。 

１９４５年の沖縄
おきなわ

。２年生のせいとく

は、戦争
せんそう

のはげしい攻撃
こうげき

の中を、お母
かあ

さ

んと 妹
いもうと

と必死
ひ っ し

ににげますが…。沖縄
おきなわ

の

戦争
せんそう

の悲惨
ひ さ ん

な様子
よ う す

を伝
つた

える絵本
え ほ ん

です。 

ある日、ティエリーがいたずら電
でん

話
わ

 

をしたら、「なんでもただ会社
がいしゃ

」につ 

ながりました。この会社
かいしゃ

は、ほしいも 

のを一日
いちにち

一
ひと

つ、ただで注文
ちゅうもん

できる 

会社
かいしゃ

でしたが、やぶると大
たい

変
へん

なこと 

になる規則
き そ く

がありました。ティエリー 

は注文
ちゅうもん

を続
つづ

けていきますが…。 

しんせきのあっくんが、千歌
ち か

の 

家
いえ

で暮
く

らすことになりました。でも、 

あっくんは、ぶどうをナイフとフォー 

クで食
た

べたり、魚
さかな

の骨
ほね

を全部
ぜ ん ぶ

取
と

っ 

たりして、いろいろなことにすごく 

時間
じ か ん

をかけるので、千歌
ち か

はつかれてしまいます。 

今
いま

、ゴミのいろいろな問
もん

題
だい

が起
お

きて 

います。ゴミ収集車
しゅうしゅうしゃ

が燃
も

えたり、ゴミで 

いっぱいの場所
ば し ょ

ができていたり…。 

ゴミ問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

するには、どうしたら 

よいのでしょうか？ お笑
わら

い芸人
げいにん

で、ゴミを回収
かいしゅう

する

清掃員
せいそういん

の仕事
し ご と

もしている著者
ちょしゃ

が、ゴミのことをわか

りやすく、楽
たの

しく紹介
しょうかい

してくれます。 

ブラックホールを知
し

っています 

か？ ブラックホールは宇宙
うちゅう

の中
なか

 

にある、なんでもすいこんでしまう 

天体
てんたい

です。なぜ、ブラックホールが 

できるのでしょうか？ ブラックホールのしくみや役割
やくわり

について､絵
え

で説明
せつめい

しながら教
おし

えてくれる本
ほん

です。 

 夏休
なつやす

みの少
すこ

し前
まえ

に、優人
ゆ う と

のひいお 

ばあちゃんが、「学校
がっこう

の図書室
と し ょ し つ

がなく

なった」といいだした。数日前
すうじつまえ

はちゃ

んとあったのに、なぜ？ 優人
ゆ う と

が見
み

に

行
い

ってみると、本当
ほんとう

に図書室
と し ょ し つ

の本
ほん

が

運
はこ

びだされていて…。 

ママが出
で

て行
い

ってから、いじわ 

るになってしまった修人
し ゅう と

。修人
し ゅう と

は、 

科学
か が く

館
かん

で作
つく

った自分
じ ぶ ん

そっくりの 

フィギュアを、ママにわたしたい 

と思
おも

いますが、パパはゆるしてく 

れませんでした。すると次
つぎ

の日
ひ

、 

そのフィギュアが動
うご

き始
はじ

めます。 

 ヤズミンは、本
ほん

おじさんがしている 

「まちかど図書館
と し ょ か ん

」が大好
だ い す

きで、毎
まい

 

日
にち

、本
ほん

を借
か

りていました。でもある日、 

市
し

から通
つう

知
ち

がきて、おじさんは図書
と し ょ

 

館
かん

を続
つづ

けられなくなってしまいます。 

ヤズミンは何
なん

とかして、おじさんを助
たす

けようとしますが…。 

『なんでもただ会社
がいしゃ

』 
 

ニコラ・ド・イルシング／作 日本標準 （9５３イ・ナ） 

『すごい!ミミックメーカー』  

クリステン・ノードストロム／文 ポール・ボストン／絵 

西村書店 （Ｅボ・ス） 

  

『本
ほん

おじさんのまちかど図書館
と し ょ か ん

』 
 

ウマ・クリシュナズワミー／作 フレーベル館 

（933 ク・ホ） 

『消
き

えた図書室
と し ょ し つ

』  

西村 友里／作 学研プラス （９１３ニ・キ） 

『ほんとうの空色
そらいろ

』 
 

バラージュ・ベーラ／作 岩波書店 

 （93３バ・ホ） 

『貝
かい

のふしぎ発見記
は っ け ん き

』 
 

武田 晋一／写真・文 少年写真新聞社 （４８４カ） 

『ブラックホールってなんだろう？』 

嶺重 慎／文 福音館書店 

 （443ブ） 

『すごいゴミのはなし』 
滝沢 秀一／文 学研プラス （518ス） 

大
おお

きな写真
しゃしん

で、いろい 

ろな貝
かい

の様子
よ う す

を紹
しょう

介
かい

して 

いる本
ほん

。貝
かい

たちのくらしは、 

ふしぎなことや、おもしろい 

ことがいっぱい！ それに、                    イ                   

イカ、タコ、ナメクジ、クリオネも、みんな貝
かい

の仲間
な か ま

なん

だって！ 貝殻
かいがら

はどうしたのかな？ 

『ふでばこのくにの冒険
ぼうけん

』 
 

村上 しいこ／作 童心社 （913ム・フ） 

『ふくはなにからできてるの？ せんい

のはなし』  佐藤 哲也／文 網中 いづる／絵 

福音館書店 （Eア・フ）    

 

『なきむしせいとく   

沖縄戦
おきなわせん

にまきこまれた少年
しょうねん

の物語
ものがたり

』  

たじま ゆきひこ／作 童心社 （Ｅナ） 

デブでちびのチムは、自分
じ ぶ ん

のこと

が大
だい

きらいで、他
ほか

の男
おとこ

の子
こ

になり

たいと思
おも

っています。そんなチムが

夏休
なつやす

みに、お父
と う

さんと旅
たび

に出まし

た。チムはお父
と う

さんといろいろな話
はなし

をしながら歩
ある

いていくうちに…。 

 

貧乏
びんぼう

な少年
しょうねん

のフェルコーは、絵
え

を 

描
か

いてあげる約束
やくそ く

をして、クラスの 

子
こ

の絵
え

の具
ぐ

を借
か

りましたが、あい色
いろ

 

をなくしてしまいました。 こまったフェルコーは、野原
の は ら

の

花
はな

をしぼって作
つく

った青
あお

色
いろ

で空
そら

を描
か

きました。すると、その

描
か

いた空
そら

に、本物
ほんもの

の太陽
たいよう

や月
つき

が輝
かがや

くようになります。 

202５ 

図書館
としょかん

（本館
ほんかん

・分館
ぶんかん

）におすすめの本
ほん

のコーナーが作
つく

ってあります。ぜひ、見
み

てみてね！  

貸
かし

出中
だしちゅう

の本
ほん

は予約
よ や く

ができます。（借
か

りられるようになったら連絡
れんらく

します。） 

『巨石
きょせき

運搬
うんぱん

！ 海
うみ

をこえて大阪
おおさか

城
じょう

へ』 
 

鎌田 歩／作 アリス館 （Ｅカ・キ） 

でも、いいことを思
おも

いついて…。 

 瀬戸内海
せ と な い か い

の島
しま

から、石工
い し く

たちが

力
ちから

をあわせて切
き

り出した巨大
きょだい

な

石
いし

。この石
いし

を大阪
おおさか

のお城
しろ

まではこ

びます。さて、どうやってはこぶの

でしょうか？ 


